
 
 

 

◆次 第：①開会、②議事、③その他 

◆議 事：①基本構想（部会案）について 

 

◆審議概要： 

①基本構想（部会案）について 

【めざすまちの姿】 

＜共通＞ 

○ 「（１）は 5 つの分野に共通するものとして…定めるものです」の部分の文章の一文が長く、内容が

分かりにくいので、リライト（手直し）していただきたい。 

○ 「スマート自治体」や「Society5.0」など、市民にとって耳慣れない言葉には、注釈で解説を加えて

いただきたい。 

○ 現状認識の全項目について、末尾が「必要がある」と表現されているが、めざすまちの姿と内容が重
なっているところがある。現状認識では、方向性を示すような書きぶりはせず、めざすまちの姿とす

み分けをした方が良いのではないか。 

→これから具体的な取組の議論がなされていくと思うので、そのあたりとめざすまちの姿、現状認識

との関連性を整理しておいた方が良い。 

 

＜都市経営＞ 

○ 「○」1つ目、「市民主体」とあるが、市民と行政が平等な関係で進めていくというのが本来の姿では

ないのか。 

  →ここは「市民自治・協働」の施策分野。まちづくり協議会を中心として地域の問題を自ら解決して

いくという意味での市民自治と捉えれば、「○」１つ目は、「市民主体」で良いのではないか。 

  →議会制民主主義であり、行政のみが独立することはない。結局は、市民が主体ともいえる。 

○ 「○」4つ目、『「スマート自治体」の推進により、市民の利便性が向上している。』とあるが、行政運

営の効率化という側面もあるのではないか。 

○ 施策分野に「情報化」とあるが、情報化とは何か。分かりづらいので、名称を検討いただきたい。 

○ AIなど、ICT技術はここ数年でかなり変わってきており、今後 10年間の情報政策はとても重要とな

る。市が持っているデータをオープンにし、市民が自由に使えるようにしていくことも重要となる。 

 

＜環境＞ 

○ 「○」3 つ目、「人と自然の共生」とあるが、「共生」という言葉ではなく、「つながり」や「連続性」

というような意味合いを入れた方が良いのではないか。 

  →環境分野でよく使うのは「共生と循環」。修正の検討をお願いする。 

 

 

宝塚市総合計画審議会 
第３回 

第 2部会 

開催概要 

開催日：令和元年(2019年)11月 28日(木) 

時 間：18:30～20:00 

場 所：宝塚市役所３階 3-3会議室 



  ＜観光・産業・文化＞ 

○ 「○」３つ目、「ブランド化」を「プレミアム化」にしてはどうか。農に就く人にとって輝いたイメ
ージを持つことができる。私にしかできない農業というもの。 

→「プレミアム化」は、かなりハードルが上がってしまうような気がしないでもない。 

○ 「○」3 つ目、「『花き・植木』や『西谷野菜』」といった言葉がなくなっており、もったいない気が

する。宝塚の特徴付けになるので、固有名詞を復活してはどうか。 

○ 現状認識の右上、「農福連携」という言葉に馴染みがない。直感的に言葉の意味が分かるような工夫
が必要ではないか。 

→「農福連携」という言葉は、一般的になってきている。注釈で解説を加える。 

○ 農福連携は、民間だけでやるものではなく、社会福祉協議会や市など様々な関係機関が連携してやっ
ていくものだと理解している。 

→つなげる役割を行政も担っていく必要があると考えている。 

○ 市街化調整区域は地目変更がやりづらい。例えば、大阪砕石が保有する広大な土地が残っているが、
今のルールだったら緑に復旧しないといけない。そういったスペースを活用していけるように、どこ

かに一文加えた方が良いのではないか。 

→都市計画マスタープランにおいて、大阪砕石が位置する地域は、市街地周辺緑地であり規制が色 

 濃く残っている。位置付けについて変更の予定はなく、現状を変えることは難しいと考えている。 

→基本計画で検討するレベルの話と思うが、未活用地ならびに遊休地の有効活用の検討を進めるな

どが考えられる。都市計画の関連法令も変わってきており、積極的に色々な開発や建築を認めて

いこうという動きもある。そういったことも絡めた農業振興も考えられる。 

 

【市民と行政の協働による推進】 

○ なんか簡単すぎる気がする。まちづくり推進条例の制定のことなどを盛り込んではどうか。 

→まちづくり推進条例のことについては、序論で盛り込むことを考えている。 

→重要なものは再掲するという手もある。 

→総合計画の上にまちづくり基本条例があるということを理解してもらうことも大事である。地域ご 

とのまちづくり計画についても、なぜ総合計画に位置付けられるのかということを示さないといけ

ない。 

→どのような制度、手法を使って進めていくかというところをもう少し書き込んでいただきたい。 

○ 紙面を効果的に活用するため、市域の地図を入れてはどうか。 

→20の地域が地域ごとのまちづくり計画を作り、それらや基本計画なども含めた総体が総合計画とい

うことが分かるようにしておいた方が良い。 

○ 見直しながら進めていくということを地域と共有するため、PDCAについて記載した方が良い。市も

地域も PDCAを回さないといけない。 

○ 感想も含めての意見だが、もう少し想いや熱さがあった方が良いのではないか。 

 

 

 

【事務局】 

宝塚市役所 企画経営部 政策室 政策推進課 


